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防災啓発活動における啓発側における「我が事」化の試み： 

気象台職員が自ら防災行動をとることで考える普及啓発策 

Attempts to make disaster prevention awareness-raising activities "personal matter": 

Public awareness measures that JMA staff consider by taking disaster prevention actions themselves 
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In disaster prevention awareness-raising activities, there has traditionally been discussion about how to encourage 

the people being enlightened to take the personal matter. However, based on my own experience as a public 

administrator, there are many cases where administrative staff who are engaged in disaster prevention awareness-

raising activities for residents do not fully understand the content and recommend things that they have not 

implemented themselves, so it seems that the first priority is for the people who are enlightening them to take the 

personal matter. Therefore, with services such as ”Real-time Risk Maps” as the theme, we held discussions with 

Japan Meteorological Agency（JMA） staff and others to consider the challenges that those who are involved in 

disaster prevention awareness-raising activities themselves face when registering and using the service, leading to 

improvements in disaster prevention awareness methods. (139 words). 

 

１．研究の背景と目的 

行政機関は、防災に関する住民への普及啓発を

行うにあたり、従来、啓発される側の「我が事」

化をいかにして促すかについて議論されてきた。

しかし、筆者のこれまでの行政経験に照らすと、

住民に対する普及活動を行っている行政職員が、

自らは内容を十分理解せず、また自分は実施もし

ていない事項について啓発・推奨する場面も散見

された。このため、啓発する内容や方法が普及啓

発をする側の視点で考えられた内容となっており、

本当の意味での啓発される側の視点に立った検討

が十分にできていないのではないかと筆者は推察

している。以上から、「我が事」について議論する

とき、啓発される側の「我が事」化について考え

る以前に、啓発する側の「我が事」化について検

討することが先決だと考えられる。 

そこで、本研究では、気象台職員を対象に、気

象庁の防災施策である「キキクル等のプッシュ型

通知サービス 1)(以下「アプリ」という)」等をテ

ーマとし、普及啓発活動の担い手自身が登録・活

用するにあたっての課題等について考えるディス

カッション等を実施し、住民への普及啓発方法の

改善に繋げることを目的とする。なお、今回の報

告は、竹・矢守（2024）2)の内容を一部引用し、「３．

事後アンケートの結果（２）」を加えたものである。 

 

２．研究の進め方 

 本研究では、気象台職員を対象に「事前アンケ

ート」「グループディスカッション」「事後アンケ

ート」の 3 つに分けて順番に実施する。まず、事

前アンケートでは、実際にアプリに登録し、利用

してみて悩んだ点や難しいと感じた点などを回答

してもらう。「グループディスカッション」では、

アプリを登録・活用するうえでの課題や、どうな

れば自分自身がアプリを登録・活用しようと思え

るのか（既に登録・活用できている人はどうして

自分自身は本アプリを登録しようと思えたか、活

用できているのか）といった内容をグループで共

有し発表してもらう。「事後アンケート」では、あ

らためてどうすれば自分自身がアプリを登録しよ

うと思えるか、活用できるか、そして、それを踏

まえ住民や自治体職員等へアプリの登録を促進す

るうえで気象台が行う必要があると考えることな

どを回答してもらう。なお、気象台職員に対する

結果と比較をするため、「全国各地の防災に関心の

ある方々が有志で集い勉強会等を行っている『よ

んなな防災会 3)』等に参加している自治体職員及

び民間等の方を対象とし同様の内容を実施する。 



３．事後アンケートの結果 

 ここでは、紙面の都合上、気象台職員に対して

実施した事後アンケートのみ結果を示す。グルー

プディスカッション参加者 14名に対して、事後ア

ンケートへの回答をお願いしたところ 8名(うち 2

名は傍聴参加)が回答した。 

（１）どうすれば本アプリを登録・活用できるかなど 

まず、「どうすれば自分自身がアプリの登録をし

ようと思えるか・活用できるか、既に登録し活用

できている方は、どうして自分自身が登録しよう

と思えたのか・活用できているのか」、その理由を

回答してもらった。回答結果については、「生活者

目線の回答」と「専門家目線の回答」に分類した。

ここでの「専門家目線の回答」には、「防災気象情

報への深い理解がないと回答できない内容」「様々

なアプリのことを知っていないと回答できない内

容」「業務の必要性を基に回答している内容」「普

及啓発を行う側の視点に立って回答している内容」

と考えられる回答を分類し、それ以外を「生活者

目線の回答」とした。その結果、 生活者目線の回

答としては、「防災気象情報をプッシュで受け取る

必要性」「防災気象情報への理解」「アプリの登録

のきっかけ」という旨の回答があった。また、専

門家目線の回答としては、「業務で説明するので自

分も理解したかった」「職員として関心が高い」「情

報の粒度を細かくしたほうが良い」という旨の回

答があったほか、「自分自身」がという問いである

ものの、8人中 3人は「ほとんどの人は…」「…を

理解してもらう」「…されている方」というように、

普及啓発を行う側の視点での回答であった（表 1）。 

表1 どうすれば本アプリを登録・活用できるかなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）気象台が行う必要があると考えること 

次に、今回のディスカッションを踏まえ、「プッ

シュ型通知サービスの登録を住民へ促進するため

に本施策の普及啓発を行っている気象台が行う必

要があると考えること」を回答してもらった（表

2）。回答結果としては、「気象台職員自身が当該サ

ービスを知る必要がある」「『自分に必要な情報だ』

ということを知識として知るだけではなく、体感

してもらう必要がある」「広報資料を分かりやすく

する」「アプリを登録するメリットを示す」「登録

手順を明快に示す」など、これまで気象庁として

は実施していない普及啓発策も挙げられた。 

表 2 気象台が行う必要があると考えること 

 

 

 

 

 

 

４．考察 

 今回、「キキクル等のプッシュ型通知サービス」

という防災施策を担っている気象台職員に対して、

あえてユーザーの立場に立ってもらい、自分自身

が登録・活用する際の課題等について考えてもら

い、その後、住民へ促進するために気象台が行う

必要があることを考えてもらった。その結果、前

述のとおり、これまで気象庁としては実施してい

ない普及啓発策も挙げられ、今回のようにあえて

ユーザーの立場に身を置いてもらう手法が、普及

啓発方法を検討していくうえで有効な方法の 1 つ

だと考える。 

 

５．まとめと今後 

 今回のディスカッション等を通じて、普及啓発

活動の担い手自身が登録・活用するにあたっての

課題について、あえてユーザーの立場に身を置い

てもらう手法の有効性を確認できた。言いかえれ

ば、情報の受け手の「我が事」化の前に、ロール

プレイ（役割演技）を通して、情報の送り手の側

の「我が事」化を図ることが必要だと確認できた。

今後は、自治体とも連携しながら、より幅広いテ

ーマで同様のことを実施していく。 
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